
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

電子機器において
、

同一相手局に対して 両面画像のセット 片面画像のセ
ット 両面画像のセット

送信と、 片面画像のセット
送信と 複数セットの画像データを

一括送信 ことを特徴とするファ
クシミリ通信を行なう電子機器。
【請求項２】
前記制御手段は 前記両面画像のセット

ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の ことを特徴とする請求項１に記載
のファクシミリ通信を行なう電子機器。
【請求項３】
前記制御手段は 両面画像のセットを送信する場合、送信すべき最終裏面の画像データが
存在しない場合は前記ファクシミリ送信手段により全白情報を最終裏面の画像データとし
て送信させることを特徴とする請求項１に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器。
【請求項４】
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画像メモリに格納された同一相手局に対して送信すべき複数セットの画像データを呼を切
断することなくファクシミリ送信手段により送信する一括送信を行なう

前記画像メモリ中に 送信すべき および
が格納されている場合、前記画像メモリ中の のみを呼を切断するこ

となく送信する一括 前記画像メモリ中の のみを呼を切断するこ
となく送信する一括 でそれぞれ呼を別に分けて 前記ファ
クシミリ送信手段によりそれぞれ させる制御手段を有する

、 の一括送信、および片面画像のセットの一括送信
に ファクシミリ通信手順を用いる

、



前記制御手段は 前記相手局が両面受信を行わないと判定した場合、
前記両面画像のセットを片面手順により一括送信させることを特徴とする請

求項１に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器。
【請求項５】

ことを特徴とする請求項 に記載のファク
シミリ通信を行なう電子機器。
【請求項６】

電子機器の制御方
法において、

同一相手局に対して 両面画像のセット 片面画像のセ
ット 両面画像のセット

送信と、 片面画像のセット
送信と 複数セットの画像データを

一括送信 有することを特徴とする
ファクシミリ通信を行なう電子機器の制御方法。
【請求項７】
前記制御ステップは 前記両面画像のセット

ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の ことを特徴とする請求項６に
記載のファクシミリ通信を行なう電子機器の制御方法。
【請求項８】
前記制御ステップは 両面画像のセットを送信する場合、送信すべき最終裏面の画像デー
タが存在しない場合は前記ファクシミリ送信手段により全白情報を最終裏面の画像データ
として送信させることを特徴とする請求項６に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器
の制御方法。
【請求項９】
前記制御ステップは 前記相手局が両面受信を行わないと判定した場合、

前記両面画像のセットを片面手順により一括送信させることを特徴とす
る請求項６に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器の制御方法。
【請求項１０】

ことを特徴とする請求項 に記載のフ
ァクシミリ通信を行なう電子機器の制御方法。
【請求項１１】

電子機器の制御プ
ログラムにおいて、

同一相手局に対して 両面画像のセット 片面画像のセ
ット 両面画像のセット

送信と、 片面画像のセット
送信と 複数セットの画像データを

一括送信させる制御ステップ 含むことを特徴とするフ
ァクシミリ通信を行なう電子機器の制御プログラム。
【請求項１２】
前記制御ステップは 前記両面画像のセット
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、 前記ファクシミリ送
信手段により

前記制御手段は、前記画像メモリ中の両面画像のセットのみを呼を切断することなく送信
する一括送信と、前記画像メモリ中の片面画像のセットのみを呼を切断することなく送信
する一括送信とで呼を別に分けてそれぞれ一括送信する場合、第１の呼を一旦切断してか
ら所定時間ウェイトし第２の呼の発呼を行なう １

画像メモリに格納された同一相手局に対して送信すべき複数セットの画像データを呼を切
断することなくファクシミリ送信手段により送信する一括送信を行なう

前記画像メモリ中に 送信すべき および
が格納されている場合、前記画像メモリ中の のみを呼を切断するこ

となく送信する一括 前記画像メモリ中の のみを呼を切断するこ
となく送信する一括 でそれぞれ呼を別に分けて 前記ファ
クシミリ送信手段によりそれぞれ させる制御ステップを

、 の一括送信、および片面画像のセットの一括
送信に ファクシミリ通信手順を用いる

、

、 前記ファクシミ
リ送信手段により

前記制御ステップは、前記画像メモリ中の両面画像のセットのみを呼を切断することなく
送信する一括送信と、前記画像メモリ中の片面画像のセットのみを呼を切断することなく
送信する一括送信とで呼を別に分けてそれぞれ一括送信する場合、第１の呼を一旦切断し
てから所定時間ウェイトし第２の呼の発呼を行なう ６

画像メモリに格納された同一相手局に対して送信すべき複数セットの画像データを呼を切
断することなくファクシミリ送信手段により送信する一括送信を行なう

前記画像メモリ中に 送信すべき および
が格納されている場合、前記画像メモリ中の のみを呼を切断するこ

となく送信する一括 前記画像メモリ中の のみを呼を切断するこ
となく送信する一括 でそれぞれ呼を別に分けて 前記ファ
クシミリ送信手段によりそれぞれ を

、 の一括送信、および片面画像のセットの一括



ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の ことを特徴とする請求項１１
に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器の制御プログラム。
【請求項１３】
前記制御ステップは 両面画像のセットを送信する場合、送信すべき最終裏面の画像デー
タが存在しない場合は前記ファクシミリ送信手段により全白情報を最終裏面の画像データ
として送信させることを特徴とする請求項１１に記載のファクシミリ通信を行なう電子機
器の制御プログラム。
【請求項１４】
前記制御ステップは 前記相手局が両面受信を行わないと判定した場合、

前記両面画像のセットを片面手順により一括送信させることを特徴とす
る請求項１１に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器の制御プログラム。
【請求項１５】

ことを特徴とする請求項 に記載の
ファクシミリ通信を行なう電子機器の制御プログラム。
【請求項１６】
両面画像データをファクシミリ送信するファクシミリ送信手段を有する電子機器において
、
同一相手局に対して画像メモリに格納された両面画像および片面画像のセットから成る複
数セットの画像データを連続して一括送信する場合、
前記画像メモリに残っている複数セットのうち最も古い画像データが両面画像である場合
は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面画像および片面画像のセットを両面手順
で一括送信させ、
前記画像メモリに残っている複数セットのうち最も古い画像データが片面画像である場合
は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面画像および片面画像のセットを片面手順
で一括送信させる制御手段を有することを特徴とするファクシミリ通信を行なう電子機器
。
【請求項１７】
前記制御手段は、同一相手局に対して複数セットの画像を両面手順で送信する一括送信に
おいて、両面画像のセットを送信する場合、送信すべき最終裏面の画像データが存在しな
い場合は前記ファクシミリ送信手段により全白情報を最終裏面の画像データとして送信さ
せることを特徴とする請求項１６に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器。
【請求項１８】
前記制御手段は、同一相手局に対して複数セットの画像を片面手順で送信する一括送信に
おいて、両面画像のセットに含まれる全白情報の送信を省略し、
前記ファクシミリ送信手段により送信させないよう制御することを特徴とする請求項１６
に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器。
【請求項１９】
両面画像データをファクシミリ送信するファクシミリ送信手段を有する電子機器の制御方
法において、
同一相手局に対して画像メモリに格納された両面画像および片面画像のセットから成る複
数セットの画像データを連続して一括送信する場合、
前記画像メモリに残っている複数セットのうち最も古い画像データが両面画像である場合
は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面画像および片面画像のセットを両面手順
で一括送信させ、
前記画像メモリに残っている複数セットのうち最も古い画像データが片面画像である場合
は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面画像および片面画像のセットを片面手順
で一括送信させることを特徴とするファクシミリ通信を行なう電子機器の制御方法。
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送信に ファクシミリ通信手順を用いる

、

、 前記ファクシミ
リ送信手段により

前記制御ステップは、前記画像メモリ中の両面画像のセットのみを呼を切断することなく
送信する一括送信と、前記画像メモリ中の片面画像のセットのみを呼を切断することなく
送信する一括送信とで呼を別に分けてそれぞれ一括送信する場合、第１の呼を一旦切断し
てから所定時間ウェイトし第２の呼の発呼を行なう １１



【請求項２０】
同一相手局に対して複数セットの画像を両面手順で送信する一括送信において、両面画像
のセットを送信する場合、送信すべき最終裏面の画像データが存在しない場合は前記ファ
クシミリ送信手段により全白情報を最終裏面の画像データとして送信させることを特徴と
する請求項１９に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器の制御方法。
【請求項２１】
同一相手局に対して複数セットの画像を片面手順で送信する一括送信において、両面画像
のセットに含まれる全白情報の送信を省略し、前記ファクシミリ送信手段により送信させ
ないよう制御することを特徴とする請求項１９に記載のファクシミリ通信を行なう電子機
器の制御方法。
【請求項２２】
両面画像データをファクシミリ送信するファクシミリ送信手段を有する電子機器の制御プ
ログラムにおいて、
同一相手局に対して画像メモリに格納された両面画像および片面画像のセットから成る複
数セットの画像データを連続して一括送信する場合、
前記画像メモリに残っている複数セットのうち最も古い画像データが両面画像である場合
は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面画像および片面画像のセットを両面手順
で一括送信させ、
前記画像メモリに残っている複数セットのうち最も古い画像データが片面画像である場合
は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面画像および片面画像のセットを片面手順
で一括送信させる制御手順を含むことを特徴とするファクシミリ通信を行なう電子機器の
制御プログラム。
【請求項２３】
同一相手局に対して複数セットの画像を両面手順で送信する一括送信において、両面画像
のセットを送信する場合、送信すべき最終裏面の画像データが存在しない場合は前記ファ
クシミリ送信手段により全白情報を最終裏面の画像データとして送信させる制御手順を含
むことを特徴とする請求項２２に記載のファクシミリ通信を行なう電子機器の制御プログ
ラム。
【請求項２４】
同一相手局に対して複数セットの画像を片面手順で送信する一括送信において、両面画像
のセットに含まれる全白情報の送信を省略し、前記ファクシミリ送信手段により送信させ
ないよう制御する制御手順を含むことを特徴とする請求項２２に記載のファクシミリ通信
を行なう電子機器の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は両面画像データをファクシミリ送信するファクシミリ送信手段を有する電子機器
、その制御方法、およびその制御プログラムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のファクシミリ装置は、片面情報の原稿を送信して、片面に記録する動作が基本とな
っていた。旧来のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ４、あるいはＴ３０などでは、この片面通信のみが記
述されていた。
【０００３】
一方で、最近は省資源化に関する意識が高まっており、プリンタや複写機などにおいては
、１枚の紙の表面と裏面に記録を行なういわゆる両面記録方式を有するものが増えつつあ
る。これに伴ない、両面ファクシミリ通信に関する規格が２０００年の２月にＩＴＵ－Ｔ
で勧告化された。このＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０では、受信機から送信機に両面情報の受信
機能の有無を通知し、また、送信機から受信機に両面通信であるか否かを通知するように
なっている。
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【０００４】
また、両面画情報の伝送方式としては、原稿表面の画像、裏面の画像を各ページについて
交互に送信する両面交互伝送（交互モード）、あるいは原稿表面の画像全部を送信し、続
いて裏面の画像全部を送信する両面連続伝送（連続モード）などが知られている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
一方で、従来の片面通信を行なうファクシミリ装置では、いわゆる一括送信を行なうもの
が知られている。
【０００６】
この一括送信は、タイマ送信や前回の呼で相手がビジーで送信延期となっているなどの理
由で、送信画像メモリ中に同一宛先に送信すべき画像データが存在する状況となった時は
、１回の呼によりその同一宛先への画像データを送信してしまうものである。
【０００７】
この一括送信は、通信料金削減効果を有するので、両面通信を行なうファクシミリ装置に
おいても利用できるのが望ましいが、現在の両面通信の勧告では、このような一括送信に
ついては考慮されていない。
【０００８】
たとえば、上記の勧告Ｔ．３０では、両面通信を行なう場合、１回の両面通信で送信され
る原稿画像は全て両面画像であることが前提とされているので、単純に同勧告に準拠した
構成では、同一宛先の片面および両面原稿が混在している場合には一括通信を実現するこ
とができない。かといって、安易に独自手順で一括通信を行なうような構成としてしまう
と他メーカーのファクシミリ装置との互換性が損なわれる、という問題がある。
【０００９】
本発明の課題は、ファクシミリ通信の互換性を損なうことなく、片面および両面原稿が混
在した同一宛先の画像データを一括送信できるようにすることにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記の課題を解決するため、本発明によれば、

電子機器、その制御方法、およびその制御プログラムにおい
て、 同一相手局に対して 両面画像のセット 片面画像
のセット 両面画像のセット

送信と、 片面画像のセット
送信と 複数セットの画像データを

一括送信 （請求項１、６、１１）を採用
した。
【００１１】
あるいは、両面画像データをファクシミリ送信するファクシミリ送信手段を有する電子機
器、その制御方法、およびその制御プログラムにおいて、同一相手局に対して画像メモリ
に格納された両面画像および片面画像のセットから成る複数セットの画像データを連続し
て一括送信する場合、前記画像メモリに残っている複数セットのうち最も古い画像データ
が両面画像である場合は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面画像および片面画
像のセットを両面手順で一括送信させ、前記画像メモリに残っている複数セットのうち最
も古い画像データが片面画像である場合は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面
画像および片面画像のセットを片面手順で一括送信させる構成（請求項
）を採用した。
【００１２】
【発明の実施の形態】
［第１実施形態］
図１は、本発明を採用したファクシミリ装置のハードウェア構成を示している。図１にお
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画像メモリに格納された同一相手局に対し
て送信すべき複数セットの画像データを呼を切断することなくファクシミリ送信手段によ
り送信する一括送信を行なう

前記画像メモリ中に 送信すべき および
が格納されている場合、前記画像メモリ中の のみを呼を切断す

ることなく送信する一括 前記画像メモリ中の のみを呼を切断す
ることなく送信する一括 でそれぞれ呼を別に分けて 前記
ファクシミリ送信手段によりそれぞれ させる構成

１６、１９、２２



いて符号２は、ＮＣＵ（網制御装置）で、電話網をデータ通信等に使用するためにその回
線の端末に接続し、電話交換網の接続制御を行なったり、データ通信路への切り替えを行
なったり、ループの保持を行なうものである。ＮＣＵ２は、バス２６からの制御に応じて
電話回線２ａを電話機４側に接続する（ＣＭＬオフ）か、電話回線２ａをファクシミリ装
置側に接続する（ＣＭＬオン）。通常状態では、電話回線２ａは電話機４側に接続されて
いる。
【００１３】
符号６はハイブリッド回路で、送信系の信号と受信系の信号とを分離し、加算回路１２か
らの送信信号をＮＣＵ２経由で電話回線２ａに送出し、相手側からの信号をＮＣＵ２経由
で受け取り、信号線６ａ経由で復調器８に送るものである。
【００１４】
符号８は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．８、Ｖ．２１、Ｖ．２７ｔｅｒ、Ｖ．２９、Ｖ．１７、Ｖ
．３４に基づいた変調及び復調を行う変復調器であり、バス２６の制御により、各伝送モ
ードが指定される。変復調器８は、バス２６からの送信信号を入力し、変調データを信号
線８ａに出力し、信号線６ａに出力されている受信信号を入力し、復調データをバス２６
に出力する。
【００１５】
符号１０は、発呼回路であり、バス２６からの制御に応じて、電話番号情報を入力し、信
号線１０ａにＤＴＭＦ形式の選択信号を出力する。
【００１６】
符号１２は、加算回路であり、信号線８ａの情報と信号線１０ａの情報を入力し、加算し
た結果を信号線１２ａに出力する。
【００１７】
符号１４は、両面情報を読み取り可能な読取回路であり、原稿から読み取った画像データ
はバス２６に出力される。本実施形態では、読取回路１４の構造は任意であり、原稿の両
面を一度に読む構成、全部の表面を読み取ってからユーザが原稿の束を反転させて裏面を
読み取るような構成、あるいは自動反転機構などを用いて表、裏、表…の順で読み取るよ
うな構成などいずれでもよい。要するに原稿両面の画像を読み取り、メモリにしかるべく
格納するために必要な読み取り動作を行なえるものであればよい。
【００１８】
符号１６は、両面情報を記録可能な記録回路であり、バス２６に出力されている情報を順
次１ライン毎に記録する。本実施形態においては記録回路１６は、記録紙反転機構を有す
るレーザビームプリンタなどの記録機構から構成される。記録回路１６の記録紙反転機構
は、一度に記録紙を複数枚（下記の例では２枚であるがこの枚数は任意である）づつ収容
して反転させることができるように構成されている。
【００１９】
符号１８は、メモリ回路であり、通信制御に必要な記憶領域として読み書き可能なメモリ
（ＲＡＭ）、あるいは２次電池などによりバックアップされた書き換え可能な記憶領域を
含む。
【００２０】
この書き換え可能な記憶領域として、本実施形態においては、少なくともメモリ回路１８
はワンタッチダイヤルメモリ１８ａを含む。
【００２１】
このワンタッチダイヤルメモリ１８ａには、図８に示すように後述の操作部２０のワンタ
ッチダイヤルキーの１つ（図８では０１番のワンタッチダイヤルキー）と関連づけて宛先
情報（電話番号）が記憶される。すなわち、ワンタッチダイヤルキーの１つを操作するこ
とにより、この宛先情報を用いて送信情報の宛先が決定される。
【００２２】
さらに、本実施形態では時刻指定送信を行なうために、ワンタッチダイヤルメモリ１８ａ
には、タイマ送信時刻を登録する領域が設けられている。操作部２０のキーボードを用い
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て適当な操作を行なうことにより、（適当な方法で入力された）原稿画像のこの宛先への
送信時刻を指定することができる。
【００２３】
図８ではワンタッチダイヤルメモリ１８ａの記憶領域として１宛先分のみを示しているが
、実際にはワンタッチダイヤルキーの数だけワンタッチダイヤルメモリ１８ａの記憶領域
が割り当てられる。
【００２４】
また、ここでは、ワンタッチダイヤル操作と宛先および送信時刻を関連づける構成を示し
たが、もちろん、ワンタッチダイヤルメモリ１８ａはテンキーの短縮ダイヤル操作と宛先
および送信時刻を関連づけるよう構成されていてもよい。
【００２５】
符号２０は操作部であり、上記のワンタッチダイヤルキー、短縮ダイヤルキー、テンキー
、＊キー、＃キー、スタートキー、ストップキー、セットキー、両面送信選択キー、その
他のファンクションキーが設けられており、押下されたキー情報はバス２６に出力される
。また、操作部２０には、ＬＣＤやＬＥＤなどの表示素子による表示部が設けられており
、バス２６に出力されている情報を入力し、表示する。
【００２６】
符号２２は、ＣＰＵ（中央処理装置）であり、ファクシミリ全体の動作を制御するととも
に、ファクシミリ伝送制御手順を実行するが、その制御プログラムは、ＲＯＭ２４に格納
される。また、本実施形態ではＣＰＵ２２が送受信画像データの符号化および復号化を行
なうものとするが、実際にはこの符号／復号化処理には他のハードウェアによるエンコー
ダ／デコーダを用いるようにしてもよい。符号２６はＣＰＵ２２のバスで、アドレスバス
、データバスから構成される。
【００２７】
ここで、図２～図７を参照して、両面伝送のための一般的な通信手順の概略につき説明し
ておく。
【００２８】
両面伝送の通信モードとしては、交互モード（両面交互伝送モード）と連続モード（両面
連続伝送モード）の２つが存在する。前者は１ページ目の表面、裏面、２ページ目の表面
、裏面…と原稿１枚づつその表面、裏面を交互に伝送するモードである。また、後者は１
ページ目の表面、２ページ目の表面…とまず原稿の表面のみページ順に全部伝送し、しか
る後に１ページ目の裏面、２ページ目の裏面…と原稿の裏面をページ順に全部伝送するモ
ードである。ファクシミリ装置はその実装形態に応じていずれかのモードを使用すること
ができる。
【００２９】
次に、図２に、ＤＩＳ（デジタル識別：画像受信局から送信される）、ＤＴＣ（デジタル
送信命令：画像送信局から送信される）、およびＤＣＳ（デジタル命令：画像送信局から
送信される）の各信号のＦＩＦ（ファクシミリ情報フィールド）における両面伝送を指定
する情報の構成を表形式で示す。
【００３０】
図２に示すように、ＤＩＳ／ＤＴＣ信号では、ＦＩＦのｘビット（図中ではビット数は「
ｘ」により示されているが実際には１１３）目により、交互モードでの両面記録機能の有
無を表し、ＦＩＦのｘ＋１（同１１４）ビット目により、連続モードでの両面記録機能の
有無を表す。また、ＤＣＳ信号においては、ＦＩＦのｘ（同１１３）ビット目により、交
互モードでの両面送信を指定し、ＦＩＦのｘ＋１（同１１４）ビット目により、連続モー
ドでの両面送信を指定する。
【００３１】
なお、以下では、上記の両面記録機能、および両面通信モードを指定するビットは、ｘお
よびｘ＋１ビットと表記する。
【００３２】

10

20

30

40

50

(7) JP 3572019 B2 2004.9.29



図３は、ノーマルＧ３伝送でのＱ信号（具体的にはＥＯＰ（ページ終了）あるいは、ＭＰ
Ｓ（マルチページ）、あるいはＥＯＭ（メッセージ終了）信号など）、また、ＥＣＭ（エ
ラー訂正モード）伝送でのＰＰＳ－Ｑ信号（具体的には、ＰＰＳ－ＥＯＰ、あるいは、Ｐ
ＰＳ－ＭＰＳ、あるいはＰＰＳ－ＥＯＭ、あるいはＰＰＳ－ＮＵＬＬなどのポストメッセ
ージ信号）のフレーム構成を示している。
【００３３】
図３のように、これらのポストメッセージ信号では、Ｆｌａｇ（フラグ）、Ａｄｄｒｅｓ
ｓ（アドレス）、Ｃｏｎｔｒｏｌ（制御データ）、ＦＣＦ（ファクシミリ制御フィールド
）に続き、ファクシミリ情報が送信される。ファクシミリ情報の先頭では、ＥＣＭの場合
のみＰＣ（ページカウンタ）、ＢＣ（ブロックカウンタ）、ＦＣ（フレームカウンタ）の
３つのフィールドが送信され、その後に両面伝送関係のファクシミリ情報が続く。両面伝
送関係のファクシミリ情報は、Ｌｅｎｇｔｈ（レングス：当該ページのデータサイズ（オ
クテット数単位）でこのフィールドのデータ幅は１オクテット）、Ｐａｇｅ　ｎｕｍｂｅ
ｒ（ページナンバー：２オクテット）、Ｐａｇｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ページ情報
）が続き、その後にＦＣＳ（フレームチェックシーケンス）、Ｆｌａｇ（フラグ）が続く
。
【００３４】
上記のうち、Ｐａｇｅ　ｎｕｍｂｅｒ（ページナンバー）は、規約上、両面原稿をページ
順に表面、裏面と送信する際、表、裏の各面ごとにＰ１から１ページずつ加算されること
になっている。また、Ｐａｇｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ページ情報）は、データ幅１
オクテットで、その面の画情報が表であるか裏であるかを示し、ｂｉｔ０により表面（０
）か裏面（１）を表現する。当面、ビット１～６は予約ビットで機能は定義されておらず
、ビット７は拡張ビットとして常時０にセットされる。
【００３５】
上記のポストメッセージ信号のファクシミリ情報のうち、Ｌｅｎｇｔｈ、Ｐａｇｅ　ｎｕ
ｍｂｅｒ、Ｐａｇｅ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎの３つが、両面伝送のために新たに追加と
なったフィールドである。
【００３６】
なお、ノーマルＧ３通信にて使用するＱ信号には、ＰＣ、ＢＣ、ＦＣは含まれず、ＥＣＭ
通信にて使用するＰＰＳ－Ｑ信号でのみ使用される。
【００３７】
図４は、ノーマルＧ３モードにおける交互モードでの両面伝送の様子を、図５はＥＣＭ通
信モードにおける交互モードでの両面伝送の様子を、図６はノーマルＧ３モードにおける
連続モードでの両面伝送の様子を、図７はＥＣＭ通信モードにおける連続モードでの両面
伝送の様子を示している。
【００３８】
図４～図７のように、ＤＩＳ信号のｘおよびｘ＋１ビットにより受信機の両面伝送機能（
交互および連続のいずれも可）が示され、ＤＣＳ信号のｘおよびｘ＋１ビットにより、送
信機がこれから実行しようとする両面伝送モードが宣言される。図６、図７の連続モード
では、ＤＣＳ信号のｘ＋１ビットを１とすることにより連続モードでの送信を行なうこと
が宣言されている。
【００３９】
また、図４、図６に示すように、ノーマルモードの場合はポストメッセージ信号としてＭ
ＰＳ信号が、また、図５、図７に示すように、ＥＣＭの場合はポストメッセージ信号とし
てＰＰＳ－ＭＰＳ信号が用いられている。
【００４０】
ここでは３枚の両面原稿が送信されており、各図中の「ＰＮ」は上記のＰａｇｅ　Ｎｕｍ
ｂｅｒを示している。
【００４１】
たとえば、図４（交互モード）に符号４１で示したＭＰＳ信号は、「ＭＰＳ（ＰＮ＝１，
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０（ｆｒｏｎｔ　ｓｉｄｅ））」と図示されているが、これは、ページ番号１（ＰＮ＝１
）、表面（０（ｆｒｏｎｔ　ｓｉｄｅ））の画情報を送信したことを示している（図４以
降のＭＰＳあるいはＰＰＳ－ＭＰＳ信号の表記は上記と同趣である）。
【００４２】
すなわち、図４および図５の交互モードでは、１枚目（ＰＮ＝１）の表（０）、１枚目（
ＰＮ＝２）の裏（１）、２枚目（ＰＮ＝３）の表（０）、２枚目（ＰＮ＝４）の裏（１）
、３枚目（ＰＮ＝５）の表（０）、３枚目（ＰＮ＝６）の裏（１）の順で原稿の画情報が
送信されている。
【００４３】
また、図６および図７の連続モードでは、１枚目（ＰＮ＝１）の表（０）、２枚目（ＰＮ
＝３）の表（０）、３枚目（ＰＮ＝５）の表（０）、１枚目（ＰＮ＝２）の裏（１）、２
枚目（ＰＮ＝４）の裏（１）、３枚目（ＰＮ＝６）の裏（１）の順で原稿の画情報が送信
されている。
【００４４】
以上が一般的な両面受信手順であるが、本実施形態では、ＣＰＵ２２により次のような通
信制御を行なう。この制御手順はＣＰＵ２２のプログラムとして、ＲＯＭ２４に格納して
おく。
【００４５】
本実施形態においては、時刻送信を指定することなどにより、メモリに同一宛先（同一相
手先）の画像データが格納されている場合は、一括通信（呼接続が１回か複数にかかわら
ず連続的に同一相手と通信する意。以下同様）でその宛先への送信を行なう。
【００４６】
本実施形態では、同一宛先の両面原稿と片面原稿は、「一括通信」で連続的に送信しはす
るが、呼接続は両面原稿と片面原稿とで別に行なう。
【００４７】
また、本実施形態では、相手局の機能に応じてＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０準拠の両面通信を
実行できるか否かを調べ、勧告Ｔ．３０準拠の両面通信モードを 呼接続
両面原稿 と片面原稿 行なう。
【００４８】
また、相手局がＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０準拠の両面通信を実行できない場合などは片面プ
ロトコル を用いること １呼接続で 送信すること
ができる。
【００４９】
また、本実施形態では、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０準拠の両面通信プロトコルを用いる／用
いないにかかわらず、複数セット（つまり読取回路１４により別々に読み取られた）の両
面原稿画像の表裏の属性が保存されるよう一括送信を制御する。たとえば、あるセットの
両面原稿画像の最後の裏面が欠けている場合には、本実施形態の「一括送信」ではこの位
置で次のセットの表面の画像を送信することなく全白情報を送信し、両面原稿画像の表裏
の関係が入れ替らないように制御を行なう。このような送信方法をとることにより、受信
側のユーザを混乱させるのを防止することができる。
【００５０】
図９～図１４に上記の通信制御を実現するための処理の流れをフローチャート図として示
す。図９～図１４の同一番号の個所はそれぞれの位置で連続しているものとする。図示の
制御手順は、ＣＰＵ２２のプログラムとしてＲＯＭ２４に格納される。
【００５１】
図９において、ステップＳ０は所定のリセット操作などにより開始される処理の始めを示
している。
【００５２】
ステップＳ２では、バス２６を介して、メモリ回路１８をイニシャライズし、ステップＳ
４では、バス２６を介して、操作部２０の表示部をイニシャライズ（クリア）する。
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【００５３】
ステップＳ６では、バス２６を介してＮＣＵ２のＣＭＬをオフとし、回線２ａを電話機４
側に接続する。
【００５４】
ステップＳ８（図９）～Ｓ２４（図１０）の処理は、説明を簡単にするため、ある操作例
の流れを示したものであり、実際のプログラムの流れとは異なる。つまり、このフローチ
ャートはこのような順序で操作と通信制御を行なうことが必須であることを意味するもの
ではなく、これと等価な操作および通信制御を行なえるよう当業者は任意にＣＰＵ２２の
プログラムを構成することができるのはいうまでもない。たとえば、ステップＳ８（図９
）～Ｓ２４（図１０）では１つのワンタッチキー（０１）に関する処理しか示していない
が、同様の処理を他のワンタッチキーに関しても行なうようにプログラミングすることは
当業者にとっては自明である。
【００５５】
ステップＳ８では、操作部２０の操作情報をバス２６を介して読み取り、ユーザがワンタ
ッチダイヤル登録操作を行なったか否かを判定する。ワンタッチダイヤル登録操作が行な
われた場合にはステップＳ１０において適当な登録操作方式に基づき、図８に示したよう
な登録データをメモリ回路１８に登録する。
【００５６】
図８の「２２： 」という時刻はこの相手局に対して送信を行なう時刻であるが、これ
は１回限りの送信を指定する意味であっても、また毎日この時刻に送信を行なう意味であ
ってもいずれでもよい。また、これらの異なる時刻設定は、適当な設定操作によりいずれ
かの意味を選べるようにする構成であってもよい。いずれにしても、本実施形態において
は、ワンタッチダイヤルキー０１が操作され、この操作に応じて両面／片面画像を読み取
り、メモリ回路１８の画像メモリに格納し、少なくとも最初の指定時刻「２２： 」が
到来するまでは通信を行なわないものとする。
【００５７】
ステップＳ１２では、操作部２０のワンタッチダイヤルキー０１が操作されたか否かを判
定する。ワンタッチダイヤルキー０１が操作された場合にはステップＳ１４を実行し、ワ
ンタッチダイヤルキー０１が操作されていなければ図１０のステップＳ１６に進む。
【００５８】
ステップＳ１４では、読取回路１４により１セットの原稿画像（従来１通信／１発呼で送
信されていた一連の原稿画像データ）を読み取り、メモリ回路１８の画像メモリに格納す
る。このとき、ユーザは操作部２０により両面／裏面のいずれの読取（送信）モードを選
択することができ、そのモードが画像データと関連づけられてメモリ回路１８の管理デー
タ領域に格納されるものとする。
【００５９】
ステップＳ１６（図１０）では、上記の指定時刻「２２： 」の到来を判定する。この
時刻判定は、不図示のタイマＩＣの計時結果を用いて行なう。指定時刻「２２： 」が
到来していなければ、ステップＳ１８でその他の処理（原稿のコピー処理、他のメモリ登
録処理など）を実行し、ステップＳ６に復帰する。なお、ここでは説明を容易にするため
、「指定時刻「２２： 」の到来」を判定するものとしたが、実際のプログラミングで
は、もちろん全てのワンタッチダイヤルキーの登録データをタイマ割り込みなどにより常
時スキャンし、各登録データの設定時刻が到来しているかどうかを調べるような処理を行
なうことになる。
【００６０】
ステップＳ１６で、図８の登録データに対応する指定時刻「２２： 」が到来している
ことが確認されるとステップＳ２０に移行する。
【００６１】
メモリ回路１８には、これまでに読み取られた画像データが複数セット格納されている可
能性があるので、ステップＳ２０では、当該の宛先への画像データがメモリ回路１８に格
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納されているか否かを判定する。ステップＳ２０が否定された場合にはステップＳ６に復
帰するが、当該の宛先への画像データがメモリ回路１８に格納されている場合にはステッ
プＳ２２でＮＣＵ２のＣＭＬをオンとし、回線２ａをファクシミリ装置側に接続する。
【００６２】
ステップＳ２４では、図８の登録データに基づき、対応する電話番号（３１１１－１１１
１）を発呼する。
【００６３】
ステップＳ２６では当該の宛先へ送信すべき画像データのセットが全て片面原稿か否かを
判定する。ステップＳ２６が肯定された場合にはステップＳ２８に、否定された場合には
ステップＳ３４（図１１）に移行する。
【００６４】
ステップＳ２８では、ファクシミリ通信前手順を実行するが、ここでは、片面通信を行な
えば足りるので、ＤＣＳのＸビットおよびＸ＋１ビットは０とし片面通信を行なうことを
受信側に宣言する。そして、ステップＳ３０において、メモリ回路１８に格納されている
単数あるいは複数セットの画像データを格納順に順次１ページづつ片面手順により一括送
信する。ここでは全ての画像が片面手順により送信されるため、原稿の表裏に関する制御
は必要ない。なお、ステップＳ２８では片面手順のみが用いられ、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３
０準拠の両面通信プロトコルは用いられていない。ステップＳ３２ではファクシミリ通信
後手順を実行し、ステップＳ６に復帰する。
【００６５】
一方、ステップＳ２６において、当該の宛先へ送信すべき画像データのセットが全て片面
原稿でなかった場合には、図１１のステップＳ３４において、今度は当該の宛先へ送信す
べき画像データのセットが全て両面原稿であるか否かを判定する。この判定が肯定された
場合にはステップＳ３６へ、否定された場合には図１２のステップＳ５２に移行する。
【００６６】
当該の宛先へ送信すべき画像データのセットが全て両面原稿である場合にはステップＳ３
６においてファクシミリ通信前手順を実行し、ステップＳ３８において相手機から受信し
たＤＩＳ信号のＦＩＦのＸビットが１か否か、つまり、受信側が（少なくとも）交互モー
ドの両面受信をサポートしているか否かを判定する。受信側が（少なくとも）交互モード
の両面受信をサポートしている場合は、ステップＳ４０に移行し、残りの前手順を実行す
る。ステップＳ４０では、ＤＣＳ信号のＦＩＦのＸビットを１とし、交互モードの両面通
信を行なうことを宣言し、ステップＳ４２に移行する。一方、受信側が両面受信をサポー
トしていなければ図１２のステップＳ４６に移行する。
【００６７】
ステップＳ４２では、メモリ回路１８に格納されている単数あるいは複数セットの画像デ
ータを格納順に順次両面手順により送信する。ここでは、ステップＳ３４で当該の宛先へ
送信すべき画像データのセットが全て両面原稿であることが確認されているので、全ての
原稿をＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０準拠の両面通信プロトコルにより一括送信することになる
。
【００６８】
また、このステップＳ４２では、両面原稿画像の表裏の属性が保存されるよう一括送信を
制御する。つまり、複数セットの両面原稿は全て最終の裏面まで送信し、最終の裏面に画
像が存在しない場合は最終原稿裏面の位置で全白情報を送信する。このようにして、次の
セットの表面の画像がその前のセットの裏面に記録されないようにする。全てのセットの
画像を両面送信したら、ステップＳ４４でファクシミリ後手順を実行してステップＳ６に
復帰する。
【００６９】
また、ステップＳ３４で当該の宛先へ送信すべき画像データのセットが全て両面原稿であ
ることが判明しているが、ステップＳ３８で相手機が両面受信をサポートしていなかった
場合は図１２のステップＳ４６において、ＤＣＳ信号のＦＩＦのＸビットおよびＸ＋１ビ
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ットをともに０として片面送信を行なうことを宣言し、ステップＳ４８に移行する。
【００７０】
ステップＳ４８では、メモリ回路１８に格納されている両面画像は片面手順で送信する以
外なく、ステップＳ３０と同様、メモリ回路１８に格納されている単数あるいは複数セッ
トの画像データを格納順に順次１ページづつ片面手順により一括送信する。ステップＳ５
０ではファクシミリ通信後手順を実行し、ステップＳ６に復帰する。
【００７１】
一方、ステップＳ３４で当該の宛先へ送信すべき画像データのセットが全て両面原稿でな
いと判定された場合は、複数セットの原稿が存在し、しかも両面および片面原稿が混在し
ている、ということになる。この場合は、ステップＳ５２に移行し、まずファクシミリ通
信前手順を実行し、ステップＳ５４において相手のＤＩＳ信号のＦＩＦのＸビットを判定
し、受信側が（少なくとも）交互モードの両面受信をサポートしているか否かを判定する
。受信側が（少なくとも）交互モードの両面受信をサポートしている場合は、図１３のス
テップＳ６２に移行し、受信側が両面受信をサポートしていなければステップＳ５６に移
行する。
【００７２】
受信側が両面受信をサポートしていない場合は、ステップＳ５６でＤＣＳ信号のＦＩＦの
ＸビットおよびＸ＋１を０として片面送信を行なうことを宣言し、図１３のステップＳ５
８に移行する。
【００７３】
図１３のステップＳ５８では、ステップＳ３０と同様、メモリ回路１８に格納されている
両面および片面原稿の混在した複数セットの画像データを格納順に順次１ページづつ片面
手順により一括送信する。ここでは、両面画像の裏面に全白の画像が含まれている場合に
はこの面を送信しない（ただし送信するような構成、あるいはユーザ設定を行なえるよう
にしてもよい）。ステップＳ６０ではファクシミリ通信後手順を実行し、ステップＳ６に
復帰する。
【００７４】
一方、両面および片面原稿の混在した複数セットの画像データがメモリ回路１８に格納さ
れており、受信側が（少なくとも）交互モードの両面受信をサポートしている場合は、両
面および片面のセットでそれぞれ呼を分けて一括送信を行なう。この場合ステップＳ６２
において、ＤＣＳ信号のＦＩＦのＸビットを１とし、交互モードの両面通信を行なうこと
を宣言し、ステップＳ６４に移行する。
【００７５】
ステップＳ６４～Ｓ６８では、まず、メモリ回路１８内の両面および片面原稿の混在した
複数セットの画像データのうち、両面原稿画像を両面手順により送信する。
【００７６】
ステップＳ６４では、メモリ回路１８内の両面原稿画像データを両面手順（交互モード）
により格納順に順次送信する。複数セットの両面原稿画像データがメモリ回路１８内に格
納されている場合には、この１回の呼で連続的に送信する。このとき、受信側において、
記録紙の表に記録すべきものは記録紙の表に、記録紙の裏に記録すべきものは記録紙の裏
に記録されるよう、各セットの最終裏面に送信すべき画像が存在しない場合にはその位置
において全白情報を送信する。
【００７７】
ステップＳ６６ではファクシミリ後手順を実行し、ステップＳ６８ではＮＣＵ２のＣＭＬ
をオフとし、一旦呼を切断し、ステップＳ７０において適当な時間（この例では３０秒）
ウェイトする。
【００７８】
続いてステップＳ７２以降において、残りの片面原稿画像のセットを片面手順により送信
する。
【００７９】
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まず、ステップＳ７２ではＮＣＵ２のＣＭＬをオンとし、再度回線２ａをファクシミリ装
置側に接続する。続いて図１４のステップＳ７４では、同じ相手局を発呼する（図示の電
話番号は図２の登録データを例示したものでありそれ以上の特別な意味はない）。
【００８０】
ステップＳ７６では、ファクシミリ通信前手順を実行するが、ここでは片面送信を行なう
の ＤＣＳ信号のＦＩＦのＸビットおよびＸ＋１を０として片面送信を行なうことを宣言
する。
【００８１】
ステップＳ７８では、残りの片面原稿画像データのセットを片面手順により格納順に順次
送信する。ステップＳ８０では、ファクシミリ通信後手順を実行し、ステップＳ６に復帰
する。
【００８２】
このようにして、受信側が（少なくとも）交互モードの両面受信をサポートしている場合
は、ステップＳ６２～ステップＳ８０において複数の両面原稿画像データおよび片面原稿
データのセットをそれぞれ両面および片面手順により呼を分けて連続的に「一括送信」す
ることができる。
【００８３】
以上の実施形態によれば、メモリに格納されている両面原稿画像データおよび片面原稿デ
ータのセットを可能な限り一括送信することができ、通信料金を大きく削減することがで
きる。
【００８４】
特に、本実施形態においては、両面手順を用いる場合は両面および片面画像のセットで呼
を分けるようにしているので、互換性を損なうことなく両面および片面画像のセットを一
括送信できる。たとえば、本実施形態においては、両面手順を用いるべき個所（たとえば
ステップＳ６２～ステップＳ６６）においては ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０準拠の形態で両
面通信を行なうようにしており、ファクシミリ通信の互換性を損なうことなく、片面およ
び両面原稿が混在した画像データを同一宛先に一括送信できる。なお、呼の回数はエラー
などが生じなければ１宛先について高々２回で、通信コストの増大はわずかで済む。
【００８５】
［第２実施形態］
以下に、一括送信を行なうための異なる制御手順を例示する。第１実施形態では、送信す
べき両面および片面原稿画像がメモリにあり、受信局が両面プロトコルをサポートしてい
る場合には、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０準拠の形態で両面通信を行なうために、両面および
片面伝送のためにそれぞれ呼を分けて一括送信を行なう構成を示した。
【００８６】
しかし、ファクシミリ通信の互換性を損なうことなく複数セットの両面および片面原稿画
像を一括送信するためには、両面あるいは片面プロトコルのいずれかに使用するプロトコ
ルを統一し、ただ１回の呼により一括送信を行なうようにする構成も考えられる。以下で
は、このような制御例を示す。
【００８７】
本実施形態においては、ファクシミリ装置のハードウェア構成は図１に示したものと同様
とし、メモリ回路１８には図８に示したのと同様のワンタッチダイヤルメモリ１８ａが設
けられるものとする。図１５～２０は本実施形態においてＣＰＵ２２が実行する処理の流
れをフローチャート図として示したものである。図１５～図２０の同一番号の個所は、第
１実施形態同様にそれぞれの位置で連続しているものとする。図示の制御手順は、ＣＰＵ
２２のプログラムとしてＲＯＭ２４に格納される。
【００８８】
図１５のステップＳ１００は、所定のリセット操作などにより開始される処理の始めを示
している。
【００８９】
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ステップＳ１０２では、バス２６を介してメモリ回路１８をイニシャライズし、ステップ
Ｓ１０４では、バス２６を介して、操作部２０の表示部をイニシャライズ（クリア）する
。
【００９０】
ステップＳ１０６では、バス２６を介してＮＣＵ２のＣＭＬをオフとし、回線２ａを電話
機４側に接続する。
【００９１】
ステップＳ１０８、Ｓ１１０、Ｓ１１２は第１実施形態同様にある操作手順を示したもの
で、ステップＳ１０８では操作部２０の操作情報をバス２６を介して読み取り、ユーザが
ワンタッチダイヤル登録操作を行なったか否かを判定し、当該操作が行なわれた場合はス
テップＳ１１０で適当な登録操作方式に基づき、図８に示した登録データをメモリ回路１
８に登録する。
【００９２】
本実施形態においても、図８の「２２：１０」という時刻はこの相手局に対して送信を行
なう時刻であるが、これは１回限りの送信を指定する意味であっても、また毎日この時刻
に送信を行なう意味であってもいずれでもよい。また、これらの異なる時刻設定は、適当
な設定操作によりいずれかの意味を選べるようにする構成であってもよい。
【００９３】
なお、本実施形態においても、ワンタッチダイヤルキー０１が操作され、この操作に応じ
て両面／片面画像を読み取り、メモリ回路１８の画像メモリに格納し、少なくとも最初の
指定時刻「２２：１０」が到来するまでは通信を行なわないものとする。
【００９４】
ステップＳ１１２では、ワンタッチダイヤルキー０１が操作されたか否かを判定する。ワ
ンタッチダイヤルキー０１が操作された場合にはステップＳ１１８（図１６）へ、操作さ
れていない場合はステップＳ１１４に移行する。
【００９５】
ステップＳ１１４では、上記の指定時刻「２２：１０」の到来を判定する。指定時刻「２
２：１０」が到来していなければ、ステップＳ１１６でその他の処理（原稿のコピー処理
、他のメモリ登録処理など）を実行し、ステップＳ１０６に復帰する。指定時刻が到来し
ている場合には図１６のステップＳ１２４に移行する。
【００９６】
ステップＳ１１２でワンタッチダイヤルキー０１が操作された場合、ステップＳ１１８（
図１６）に移行し、画像読取を行なう。ここでは、まず、ステップＳ１１８において、両
面読取が選択されているか否かを判定し、両面読取が選択されている場合にはステップＳ
１２０において物理ページカウンタを歩進させながら、読取回路１４により両面原稿画像
を読み取り、物理ページカウンタのカウンタ値、および原稿画像の表面／裏面の識別情報
と関連づけた上読み取った両面画像をメモリ回路１８の画像メモリ領域に格納する。
【００９７】
また、ステップＳ１１８において、両面読取が選択されていない場合にはステップＳ１２
２で物理ページカウンタを歩進させながら、原稿画像の表面の画像を読み取り、同様に物
理ページカウンタのカウンタ値に関連づけてメモリ回路１８の画像メモリ領域に格納する
。
【００９８】
ステップＳ１２０、あるいはＳ１２２で読み取った両面画像または片面画像は、その画像
データが両面か片面かを識別できるような情報を記憶させておく必要がある。たとえば、
ステップＳ１２２においては表面しか読み取らないが、この場合も表面を表わす識別情報
を各ページの画像に関連づけておくことにより、後で表裏の識別処理を行なうことができ
る。もちろん、当該のジョブの管理データとしてそのジョブの画像データが両面か片面か
を識別できるようなデータを用いるようにしてもよい。
【００９９】
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一方、ステップＳ１１４で指定時刻が到来している場合には、ステップＳ１２４において
ワンタッチダイヤルメモリ１８ａの検索結果にしたがいワンタッチキー０１に対応する登
録データが取り出され、何らかの送信データがメモリ回路１８に登録されているかどうか
を判定し、登録がなければステップＳ１０６に復帰する。登録があればステップＳ１２６
に移行し、ＮＣＵ２のＣＭＬをオンとし、回線２ａをファクシミリ装置側に接続し、ステ
ップＳ１２８でワンタッチダイヤルメモリ１８ａに登録されている宛先を発呼し、ステッ
プＳ１３０（図１７）に移行する。
【０１００】
ステップＳ１３０（図１７）では、ワンタッチキー０１に対応する登録データのうち、最
も古い（最も過去の時刻に登録された）データを特定し、その画像が両面画像データであ
るか否かを判定する。
【０１０１】
ステップＳ１３０で最も古いデータが両面画像データである場合には、ステップＳ１３２
に移行し、最も古いデータが両面画像データでなければステップＳ１７６（図２０）に移
行する。
【０１０２】
ステップＳ１３２においては、ファクシミリ前手順を実行し、ステップＳ１３４で相手機
に両面受信機能があるか否かを判定する。相手機が両面受信機能を有している場合にはス
テップＳ１３６へ、相手機が両面受信機能を有していない場合にはステップＳ１５８（図
１９）に移行する。
【０１０３】
相手機が両面受信機能を有している場合、ステップＳ１３６において残りのファクシミリ
前手順を実行し、前述の実施形態同様の指定方法により両面伝送（交互モード）を指定す
る。
【０１０４】
そしてステップＳ１３８に移行し、ここでは複数セットの原稿画像がメモリ回路１８に記
憶されている場合は全てをＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の両面伝送により一括送信する。ここでは
、複数セットの原稿画像として両面および片面の混在している場合は、片面の原稿画像も
ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の両面手順により一括送信する。
【０１０５】
まず、ステップＳ１３８では、物理ページカウンタを歩進させながら、複数セットの画像
のうち最も古いものを表面、裏面の順で送信する。
【０１０６】
ステップＳ１４０では、１セットの画像を最終ページまで送信したか否かを判定し、最終
ページまでの送信が終了していなければステップＳ１３８を繰り返す。最終ページまでの
送信が終了していれば、ステップＳ１４２（図１８）に移行し、今送信した最終ページに
ついて、伝送路上で相手機に指定した表裏の情報（伝送路上では、画像の表裏の指定は、
たとえば図４の交互モードにおいて符号４１で示したように行なわれる）が裏面情報か否
かを判定する。
【０１０７】
たとえば、送信した１セットが片面原稿であり（後述のステップＳ１５４およびＳ１５６
を参照）、その画像のページ数が奇数であった場合には、今送信した最終ページは表面と
して送信していることになり、このままにしておくと、次のセットの画像は裏面として送
信しなければならなくなってしまうため、ステップＳ１４２で送信した最終ページについ
て、伝送路上で相手機に指定した表裏の情報が裏面情報か否かを判定し、もし裏面情報と
して送信していなければ、ステップＳ１４４において裏面情報としてダミーの全白情報を
送信する。
【０１０８】
ステップＳ１４６では、未送信の画像のセットがまだメモリ回路の画像データ領域に記憶
されているか否かを判定し、未送信の画像のセットがメモリ回路の画像データ領域に記憶
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されていなければステップＳ１４８においてファクシミリ後手順を実行し、ステップＳ１
０６に復帰する。
【０１０９】
ステップＳ１４６で未送信の画像のセットがまだメモリ回路の画像データ領域に記憶され
ている場合にはステップＳ１５０においてまだメモリ回路１８に残っている最も古い画像
データの送信に進む。
【０１１０】
ここでは、まずステップＳ１５２においてそのセットの画像が両面情報か否かを判定し、
両面情報でない場合はステップＳ１５４において、物理ページカウンタを歩進させながら
、複数セットの画像を古いものから順次送信する。すなわち、片面情報もステップＳ１３
８と全く同じようにＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の両面手順により送信する。
【０１１１】
ステップＳ１５６では、前述のステップＳ１４０同様に最終ページまで送信したか否かを
判定し、最終ページまで送信していなければステップＳ１５４を繰り返す。最終ページま
で送信した場合は、前述の最終ページの全白情報を付加するための処理を行なうためにス
テップＳ１４２に移行する。
【０１１２】
一方、両面原稿を送信しようとしていながら（図１７のステップＳ１３０）ステップＳ１
３４（図１７）で相手機が両面受信機能を有していない場合には、ステップＳ１５８（図
１９）において残りの前手順を実行し、片面伝送を指定する。
【０１１３】
すなわち、ここでは、複数セットの原稿画像として両面および片面の混在している場合に
おいて、両面の原稿画像も（ＩＴＵ－Ｔ勧告準拠の）片面手順により一括送信する。
【０１１４】
ステップＳ１６０では、物理ページカウンタを歩進させながら複数セットの画像を古いも
のから順次表面、裏面の順で片面送信する。ここでは片面手順を一貫して用いるため、画
像データの中に全白情報が含まれている場合はこの全白情報は送信しない。
【０１１５】
ステップＳ１６２では、最終ページまで送信したか否かを判定し、最終ページまで送信し
ていなければステップＳ１６０を繰り返す。ステップＳ１６２において、最終ページまで
送信した場合にはステップＳ１６４において未送信の画像のセットが残っているか否かを
判定する。未送信の画像のセットが残っていない場合にはステップＳ１６６で後手順を実
行してステップＳ１０６に復帰する。
【０１１６】
ステップＳ１６４において、未送信の画像のセットが残っている場合にはステップＳ１６
８において残っているうちで最も古いセットの画像データの送信を行なう。ここでは、ま
ずステップＳ１７０（図２０）において、その送信すべき画像が両面画像か否かを判定す
る。両面原稿の場合は、ステップＳ１６０（図１９）に移行し、上記と全く同様の処理に
より両面原稿を片面送信する。
【０１１７】
ステップＳ１７０で残っているセットの画像が片面情報である場合には、ステップＳ１７
２において物理ページカウンタを歩進させながら、最も古いセットの画像データ（片面情
報）をページ順に送信する。
【０１１８】
ステップＳ１７４では、最終ページまで送信したか否かを判定し、最終ページまで送信し
ていなければステップＳ１７２を繰り返す。ステップＳ１７４において、最終ページまで
送信している場合にはステップＳ１６４（図１９）に戻り、未送信の画像のセットが残っ
ているか否かを判定する。
【０１１９】
一方、ステップＳ１３０（図１７）で最も古いデータが両面画像データでない場合にはス

10

20

30

40

50

(16) JP 3572019 B2 2004.9.29



テップＳ１７６（図２０）において、片面伝送を指定するファクシミリ前手順を実行し、
ステップＳ１７２の片面情報の送信から処理を開始する。
【０１２０】
以上のようにして、本実施形態によれば、両面あるいは片面プロトコルのいずれかに使用
するプロトコルを統一し、ただ１回の呼により一括送信を行なうことができ、ファクシミ
リ通信の互換性を損なうことなく複数セットの両面および片面原稿画像を一括送信するこ
とができる。本実施形態によれば、受信側での記録時の態様が原稿読み込み時の態様と一
致しなくなるが、発呼回数を減らすことができる利点がある。
【０１２１】
以上では、ファクシミリ専用機の構成を示したが、本発明はファクシミリ専用機のみなら
ず、他の形態のファクシミリ装置に実施できるのはいうまでもない。たとえば、本発明は
、パーソナルコンピュータのような汎用の端末にＦＡＸモデムなどを外付け／内蔵し、ソ
フトウェア制御によりファクシミリ通信を行なう構成においても実施することができる。
その場合、本発明の制御プログラムは、前述のＲＯＭ２４のみならず、ハードディスク、
フロッピーディスク、光ディスク、光磁気ディスクやメモリカードなどのあらゆるコンピ
ュータ読み取り可能な記憶媒体に格納して供給することができる。
【０１２２】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によれば、

電子機器、その制御方法、およびその制御プログラムに
おいて、 同一相手局に対して 両面画像のセット 片面
画像のセット 両面画像のセット

送信と、 片面画像のセット
送信と 複数セットの画像データを

一括送信 構成（請求項１、６、１１）を
採用することにより、両面および片面画像のセット 呼を分けるよう
にしているので、互換性を損なうことなく両面および片面画像のセットを一括送信できる
、という優れた効果を得られる。
【０１２３】
あるいは、両面画像データをファクシミリ送信するファクシミリ送信手段を有する電子機
器、その制御方法、およびその制御プログラムにおいて、同一相手局に対して画像メモリ
に格納された両面画像および片面画像のセットから成る複数セットの画像データを連続し
て一括送信する場合、前記画像メモリに残っている複数セットのうち最も古い画像データ
が両面画像である場合は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面画像および片面画
像のセットを両面手順で一括送信させ、前記画像メモリに残っている複数セットのうち最
も古い画像データが片面画像である場合は、前記ファクシミリ送信手段により当該の両面
画像および片面画像のセットを片面手順で一括送信させる構成（請求項
）を採用することにより、両面あるいは片面プロトコルのいずれかに使用するプロトコル
を統一し、ただ１回の呼により一括送信を行なうことができ、ファクシミリ通信の互換性
を損なうことなく複数セットの両面および片面原稿画像を一括送信することができる、と
いう優れた効果を得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を採用したファクシミリ装置のハードウェア構成を示したブロック図であ
る。
【図２】両面伝送で用いられるＤＩＳ／ＤＴＣおよびＤＣＳ信号のＦＩＦを示した表図で
ある。
【図３】両面伝送で用いられるポストメッセージ信号のフォーマットを示した説明図であ
る。
【図４】非ＥＣＭ通信モードにおける交互モードでの両面伝送の様子を示した説明図であ
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画像メモリに格納された同一相手局に
対して送信すべき複数セットの画像データを呼を切断することなくファクシミリ送信手段
により送信する一括送信を行なう

前記画像メモリ中に 送信すべき および
が格納されている場合、前記画像メモリ中の のみを呼を切

断することなく送信する一括 前記画像メモリ中の のみを呼を切
断することなく送信する一括 でそれぞれ呼を別に分けて
前記ファクシミリ送信手段によりそれぞれ させる

の一括送信でそれぞれ

１６、１９、２２



る。
【図５】ＥＣＭ通信モードにおける交互モードでの両面伝送の様子を示した説明図である
。
【図６】非ＥＣＭ通信モードにおける連続モードでの両面伝送の様子を示した説明図であ
る。
【図７】ＥＣＭ通信モードにおける連続モードでの両面伝送の様子を示した説明図である
。
【図８】図１のワンタッチダイヤルメモリの内容を示した説明図である。
【図９】図１のＣＰＵ２２の通信制御を示したフローチャート図である。
【図１０】図１のＣＰＵ２２による通信制御を示したフローチャート図である。
【図１１】図１のＣＰＵ２２による通信制御を示したフローチャート図である。
【図１２】図１のＣＰＵ２２の通信制御を示したフローチャート図である。
【図１３】図１のＣＰＵ２２による通信制御を示したフローチャート図である。
【図１４】図１のＣＰＵ２２による通信制御を示したフローチャート図である。
【図１５】図１のＣＰＵ２２による異なる通信制御を示したフローチャート図である。
【図１６】図１のＣＰＵ２２による異なる通信制御を示したフローチャート図である。
【図１７】図１のＣＰＵ２２による異なる通信制御を示したフローチャート図である。
【図１８】図１のＣＰＵ２２の異なる通信制御を示したフローチャート図である。
【図１９】図１のＣＰＵ２２による異なる通信制御を示したフローチャート図である。
【図２０】図１のＣＰＵ２２による異なる通信制御を示したフローチャート図である。
【符号の説明】
２　ＮＣＵ
４　電話機
６　ハイブリッド回路
８　変復調器
１０　発呼回路
１２　加算回路
１４　読取回路
１６　記録回路
１８　メモリ回路
２０　操作部
２２　ＣＰＵ
２４　ＲＯＭ
２６　バス
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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